
ひらがな⑨　「は」「を」「へ」 　　がつ　　にち なまえ

こたえ ぶんを　つくろう 発展①
はってん
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こ
と
ば
を
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な
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で
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く
り
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す
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う
。

「
は
」
「
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」
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う
よ
。
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〔
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い
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〕
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〕
〔
お
よ
ぎ
に
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く
〕
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）
〔
お
か
あ
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〕
〔
ご
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〕
〔
つ
く
る
〕

2

「
は
」
と
　
「
を
」
を
　
つ
か
っ
て
、

じ
ぶ
ん
で
　
ぶ
ん
を
　
か
こ
う
。

おうちの方へ

①：ねこは　ねずみを　おいかける。／ぼくは　うみへ　およぎに　

いく。／おかあさんは　ごはんを　つくる。（ますでは、ことばの間を

あけずに書いています）

②：「わたしは　えを　かきます」など、「は」と「を」が正しく使え

ていれば正解です。

© きりんドリル kirinprint.shosakumo0806.workers.dev

g1-joshi-hatten-1

ね

こ

は

ね

ず

み

を

お

い

か

け

る

。

ぼ

く

は

う

み

へ

お

よ

ぎ

に

い

く

。

お

か

あ

さ

ん

は

ご

は

ん

を

つ

く

る

。


